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10周年記念特別講座「RECNAの今後を考える」

2022年09月 1 7日（土）

林田 光弘 RECNA特任研究員
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ロシアによるウクライナ侵攻で感じたこと

使用のリスクが高まった時ほど

“必要悪としての核兵器”の声が広がりやすい

なぜ核兵器を必要悪にしてはいけないのか

科学的に提言し続ける存在が必要

問題意識

気付き

※被爆者がいない時代を前に、その重要性は増している
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発足時の理念を守り続けること

RECNAの設立趣旨

土山秀夫先生の「理論と感性」

RECNA設立趣旨

長崎大学は世界唯一の被ばく医科大学の歴史を継承する大学で

あり，「核なき世界の実現」は大学にとって枢要な課題である。

長崎大学核兵器廃絶研究センターは，被ばく地に存在し，被ば

くを実体験したアカデミアの共同教育研究施設であり，次の目

的をもつ活動拠点として設立される。

① ヒロシマ・ナガサキを現在の世界の潮流の中で新たに位置

づけ，学問的調査・分析を通して核兵器廃絶に向けた情報

や提言をさまざまな角度から世界に発信する。

② その過程や成果を活かして大学教育に貢献する。核兵器廃

絶研究センターは，核兵器廃絶を願う一般市民のために地

域に開かれたシンクタンクとして，長崎市や長崎県などと

も連携を図りながら運営される。
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「RECNA NPT Blog 2022ブログ」

夏に行われたNPT再検討会議をはじめ、国際会議時には現地で

参加する先生方によるブログが更新されてきた。

国際会議は、議論の背景や文脈を知る人にしかわからない専門

性の高い議論の場である。そんな議論の動向について、科学的

に被爆地ナガサキからの視点で議論の内容がまとめられたテキ

ストがタイムリーに発信され続けてきたことはRECNAの信頼ヘ

と繋がってきた。報道やNGO関係者のなかには、RECNAの発信

を通じて議論の評価軸や今後の争点を確認する人も多い。
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RECNAに来て感じたこと

情報発信に対して

専門領域を超えた期待の高さ
問題意識

市民社会への情報発信はR ECNAの柱の一つ。ブログや市

民講座が続けられてきた。その際課題になるのは、分かり

やすさと、ひろがり。核兵器廃絶へ向けて幅広い層に情報

を届けることは大切なこと。一方で、先生方は広報や編集

やデザインのプロではないため、できることに限界はある。
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多様なターゲット

研究者

専門家

関心層

E x：ユース /講座参加者

無関心層

E x：長崎大学の一般学生

J - P A N D

市民講座

核弾頭ポスター

ホームページ

リーフレット

S N S
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コミュニケーションデザインに

特化した人からのサポート

先生方の調査・研究の成果を、

幅広い層に届けるための編集と

デザイン

⇨特化した人材配置 o rアウトソーシング

コミュニケーションデザイン

「コミュニケーションデザイン（Communication Design）」と

は、「人と人との間のコミュニケーションをデザインするこ

と」や、自社がどのように顧客とつながり、関わりを持てるか

といった「企業と顧客との間のコミュニケーションをデザイン

すること」です。

コミュニーケーションデザインにおけるコミュニケーションの

定義とは、人々の間で「情報などが共通のものになる」という

現象です。そしてデザインとは、情報などを人々の間で共通の

ものにするための「問題を解決すること」です。

デジタルハリウッド Webサイトより
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参考事例（デジタル庁の取り組み）

※ デジタル庁のnoteより

アウトソーシングの事例

※ RECNA ebook版パンフ


